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▲

きいて・めもして・こたえよう 小2　No.05

としょかんしさんの　はなし

なまえ

きくめあて 「しごとの　ないよう」を　メモしましょう。

しごとの　ないよう

本の　ならべ方
ほん かた

くふう（ポスター）
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としょかんしさんの　はなし 小2　No.05｜はたらく人｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

図書館で　はたらく、としょかんしさんに　おはなしを　ききました。

「わたしの　しごとは、本を　かしたり、かえって　きた　本を　もとの　たなに　も

どしたり　する　ことです。」

「本は、なかまごとに　番ごうを　つけて　ならべて　います。だから、さがして　い

る　本を　すぐに　見つける　ことが　できます。」

「みなさんに　本を　すきに　なって　ほしいので、おすすめの　本を　しょうかいす

る　ポスターも　作って　います。」

めものれい

しごと　本を　かす・たなに　もどす

なかまごとに　番ごう　→　すぐ　見つかる

おすすめポスターを　作る

こたえと かいせつ

（1）ウ（きゅうしょくを　作る）

しごとは「本を　かす・たなに　もどす」でした。きゅうしょくは　作りませ

ん。

（2）ア

「なかまごとに　番ごうを　つけて　ならべて　います」と　いって　いまし

た。

（3）ポスター（おすすめの　本の　ポスター）

「おすすめの　本を　しょうかいする　ポスターも　作って　います」の　と

ころです。
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